
地

球

篇
甘
塩
容

量
義
教
昭
和
七
年
-

音

河
内
堅
上
地
,に
運
動
観
測
の
結
果
に
就
て

松

山

基

範

綿
貫

～

似
描
照
雄
地
jiJ
I

河
内
兜
上
地
と
の
桝
況

-
地
,こ
:IS
.劫
槻
洲
の
方
法
-

輿
上
地
､に
槻
洲
の
給
水
～

班
庶
分
布
と
地

衣
現

象-

1iS
川
の
考
恭

一
､
緒

言

地
､に
現
象
は
地
質
撃
的
見
地
か
ら
は
必
ず
し
も
韮
大
事
件
で
は
な

い
｡
之
が
地
殻
内
部
に
基
因
す
る
革
が
明
か
で

あ
る
場
(
=
に
は
京
大
な
る
意
味
を
有
す
る
罫
と
な
る
が
､
此
の
如

き
閥
係
を
決
定
す
る
の
は
軍
に
其
附
近
を
断
簡
線

が
通
過
す
る
と
か
､
数
筒
の
地
LT<)箇
所
が
並
春
す
る
と
か
い
ふ
事
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
｡
薯
際
に
多
く
の
地
と

現
象
は
表
面
的
原
因
で
起
つ
tJ
屠
る
と
皿
は
れ
る
｡
此
の
如

き
場
合
は
於
等

P
地
､1rZ現
象
が
研
究
の
傭
値
を
有
す
る

理由
は
別
に
あ
る
｡
即
ち
河
内
堅
上
は
塵
胸
山
脈
の
中
央
ほ
て
大
都
と
河
内
と
の
爾
平
野
を
述
ぬ
る
大
和
川
右
岸
に

衣
-
､
其
地
.こ
の
進
行
は
交
通
放
治
水
に
韮
大
在
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
'
之
が
封
策
を
確
立
す
る
に
は
其
附
近
の

河
内
蝿
上
地
･に
巡
肋
枇
洲
の
純
米
に
就
て

喜
エ



地

球

解
拾
七
谷

第
五
雛

三

品

二

地
質
構
造
を
別
か
ほ
し
､
且
っ
地
､u
現
象
に
封
す
る
観
測
を
行
ふ
軍
が
基
礎
的
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
｡
而

し
て
地
質
構
造
は
鞘
し
て
は
同
僚
横
山
教
授
が
大
阪
府
の
依
嘱
を
受
け
て
詳
細
を
る
調
査
を
行
っ
た
が
､
私
は
運
動

の
進
行
は
閥
す
る
観
測
む
行
っ
た
｡
霜
に
述
べ
る
の
は
其
結
基
に
就
て
で
あ
る
｡

私
が
地
JL
運
動
は
摘
心
を
有
っ
た
の
は
今
回
は
始
ま
ら
な

い
｡
中
に
も
大
正
十
･一
年
三
月
但
馬
増
水
の
地
と
､
及

び
大
正
十
二
年
八
月
近
江
雄
琴
の
地
,u
は
少
し
-
詳
細
に
観
察
し
た
O
之
等
の
場
合
に
は
必
ず
し
も
前
述
の
如
き
窓

用
的
意
味
を
含

む
も
の
で
は
な
-
､

一
般
に
地
､u
現
象
を
地
力
撃
の

一
模
型
と
し
て
離
間
す
る
意
味
で
之
は
興
味
敬

覚
え
る
の
で
あ
る
｡
地
質
撃
は
於
で
取
扱
ふ
構
造
の
形
態
は
其
結
果
の
残
存
す
る
も
の
h
t考
究
す
る
の
で
あ
る
が
､

其
生
成
の
過
程
に
就
で
は
地
震
に
際
し
て
断
暦
の
生
成
を
見
る
外
は
多
-
は
時
間
的
は
徐
々
に
過
ぎ
て
其
進
行
を
髄

ひ
る
事
は
国
難
で
あ
る
｡
賓
蘭
室
は
於
で
粘
土
等
の
可
塑
的
舜
形
を
研
究
す
る
事
は
日
蝕
の
現
象
に
此
し
て
時
間
的

に
も
塞
間
的
に
も
規
模
の
懸
隔
が
飴
身
心
著
し

い
眼
が
あ
る
｡
地
,I,]運
動
は
於
で
は
其
規
模
稗
大
に
し
て
且
つ
過
翠

の
観
測
を
可
能
な
ら
し
め
る
優
が
あ
る
｡
其
研
究
は
必
ず
地
質
撃
上
の
種
々
の
構
造
の
形
態
､
及
び
造
山
現
象
或
は

大
陸
移
動
現
象
等
の
解
秤
に
就
て
了
解
を
助
-
る
事
大
で
あ
る
と
侶
ず
る
｡

二
p但
馬

闇
米
地

｣.L

チ
ラ
ギ

兵
庫
腺
美
方
郡
照

水

村
は
山
陰
線
潰
阪
騨
よ
-
前
行
湯
村
温
泉
よ
Jl
的

一
里
の
山
中
に
あ
っ
て
'
村
の
南
東
愛
宕

山
よ
-
噴
出
し
た
安
山
岩
及
凝
灰
岩
を
基
盤
と
し

て其
上
に
粘
土
及
耕
土
が
堆
積
し
た
土
地
で
あ
る
｡
地
形
は
閣
北

に
向
つ

で産
額
斜
を
な
し
､
酉
就
け
近
-
少
し
隆
起
し
た
部
分
が
あ
る
｡
地
域
の
北
よ
～,l
酉
を
廻
っ

て照
氷
川
が
流
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m
0E仰l

印Ⅶ
1

ハ∪(U2∩)

河
内
数
上
地
LL
.:B
劫
槻
洲
の
純
米
に
就
て

れ
､
封
岸
は
.LS
び
隆
起
し
て
丘
陵
を
な
し
て
屠
る
0

替
地
に
は
約
三
十
年
以
前
に
も
地
,に
が
あ
つ
ね
が

々
ンいr

大
正
十

一
年
三
月
七
日
頃
よ
-
愛
宕
山
麓
の
丹

士

部

落
に
亀
裂
が
著
し
-
槍
大
し
､
之
よ
-
西
北
の
地
域

が
地
､1,2を
強
め
て
惰
衣
川
に
向
つ
て
徐
々
に
移
動
し

た
O
其
面
積
は
八
十
町
歩
で
あ
っ
て
'
今
回
の
河
内

堅
上
地
,lJ
に
比
し
三
倍
に
近
い
｡
此
地
､u
は
四
月
に

入
っ
て
安
定
は
近
さ
状
態
に
な
っ
た
が
､
此
時
起
っ

た
現
象
は
上
部
の
大
亀
裂
と
下
部
の
隆
起
等
が
著
し

-
注
意
を
引
い
た
｡
而
し
て
移
動
線
量
は
最
大
十
米

に
及
ん
だ
｡
私
は
此
現
象
を
硯
察
し
て
匿
に
運
動
の

測
定
を
計
量
し
た
が
､
準
備
後
れ
た
る
為
同
年
七
月

は
寅

-
始
め
て
之
を
賓
行
す
る
事
が
出
兼
ね
｡
即
ち

オ
イゴ

照
凍
川
の
北
岸
桐
ケ
岡
及
び

多

子

は
塵
準
鮎
を
設
け

地
,u
地
域
内
の
上
部
及
中
部
を
横
断
す
る
二
線
は
附

ひ
て
地
域
内
外
に
豆
-
十

一
佃
の
測
鮎
を
設
け
､
両

種
準
鮎
よ
-
一
等
経
線
儀
を
用
以
て
其
硯
方
向
を
測

三瓶

三



地

球

節
十
七

食

餌

先

舵

:･1二
六

凹

足
し
た
｡

更
に
四
ケ
月
を
隔
て
＼
同
年
十

一
月
下
旬
に
同
様
の
測
定
む
繰
わ
返
し
､
前
回
と
の
比
較
に
よ
っ
て
各
鮎

の
.移
動
を
決
定
し
た
｡
不
幸
は
し
て
私
の
風
す
る
数
室
の
火
災
の
篤
め
此
結
果
は
紛
失
し
た
が
'
詑
憶
に
よ
れ
.ば
此

間
の
移
動
濃
は
敢
大
ほ
て
旦

字

糎
耕
度
で
あ

っ
た
か
と
恩
ふ
｡
其
方
向
は
北
北
西
で
橡
憩
よ
-
7P
著
し
-
北
は
偏

し
､
之
は
位
で
北
方
境
鼎
の
隆
起
,<LJ

説
明
し
得
る
も
の
と
瓜
ば
れ
た
｡

其
筏
大
正
十
三
年
五
月
第
三
回
の

測
定
を
行
っ
て
前
阿
以
後
の
移
動
を

決
定
し
た
｡
韓
に
し
て
此
結
果
の
み

は
火
災
後
紛
失
を
免
れ
た
.
第

一
表

は
即
ち
其
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
っ

て'
移
動
の
方
向
は
北
五

〇
庇
乃
至

第 一 衣

EiEi凍地i=観測結果

節-･同大iE十一年七月

節二回 // ク十一月

ク十三年二五)A

23456789011｢⊥

六

〇
度
西
で
あ
っ
て
.
其
移
動
蕊
は
此
期
間
に
地

域

の
上郷
に

於
て

は最

大
四
四
･九
糎
､
中

部
は
於

て
は
三
六
･八

糎
で
あ
っ
た
｡
即
ち
平
均
速
度
ほ
て

一
ケ
月
間
は
二
･十TIJ五
糎
及
び
二
･C

九

糎
で
あ
る
｡

三
､

河
内
堅
上
地
と
の
概
況

堅
上
地
､!)
地
域
は
珪
駒
川
系
の
中
火
大
和
川
右
岸
に
臨
む
同
相
字
峠
の
殆

ル
ビ
各

部

約
三
十
町
歩
に

亘
っ
て
屠

る
｡
此
地
は
北
方
-
メ
シ
ヨ
川
よ
-
南
傾
大
利
川
岸
に
到
る
囲
斜
地
で
'
其
北
端
商
卒

.i
帯
は
相
や
隆
起
し
て
忠
相
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河
内
殿
上
地
.u
迦
動
粗
洲
の
結
氷
に
就

て

莞
醇

斜

む
か

仏
し

て
大

和

川

に

臨

み

川
を

隔

て

.J
明

細

出

に

封

す

る
｡
横
山
博
士
に
従

へ
ば
督

地
域
は
南
方
よ
-
凍
れ
る
懲

安
山
岩
の
上
に
基
塊
岩
或
は

磯
潜
む
有
L
t
証
に
其
上
を

新
安
山
岩
で
被
ふ
た
も
の
で

あ
る
が
､
南
平
の
剖
岸
の
別

榊
山
鹿
の
凸
皿
部
は
同
じ
-

此
新
安
山
岩
に
属
す
る
由
で

あ
る
｡
而
し
て
此
地
域
の
主

要
部
を
覆
す
安
山
岩
に
は
板

状
節
排
が
よ
-
発
達
し
'
且

つ
著
し
-
凪
化
し
て

一
部
は

仝
-
粘
土
化
し
て
屠
る
｡

此
地
域
の
上
部
夫
婦
塚
に

於
で
昨
昭
和
六
年
十

1
月
二

五



地

球

飾
十
七
令

姉
五
雛

三

六

六

十
七
日
始
め
て
弛
裂
と
教
兄
し
た
が
p
此
亀
裂
は
次
節
は
敏
速
し
二

四
万
で
は
ブ
シ
ョ
些
偽
地
の
開
放
は
雁
行
亀

裂
む
な
し
で
南
行
大
和
川
に
達
し
､
東
方
に
は
奥
非
月
よ
-
小
湊
に
入
-
､

藍
に
共
架
の
市
ケ
卒
の
北
部
,<kl横
断
し

て
満
び
小
演
は
入
-
､二
一一度
其
東
の
鹿

屋
に
衷
は
れ
で
東
方
水
田
と
の
境
卦
に
終
っ
た
｡

附し
て本
年

1
月
下
旬
に

到
-
大
和
川
の
河
底
及
び
封
岸
の
道
路
の
隆
起
も
注
意
せ
ら
る
㌧
ほ
到
っ
た
｡

夫
婦
塚
の
亀
裂
の
幅
は

.i
月
十
六
日
に
は
三
十
糎
､
同
三
十

一
日
に
は
八
十
五
糎
に
達
し
､
爾
後
速
度
の
増
加
が

急
激
で
あ
る
轟
が
明
に
な
っ
た
為
､
多
-
の
研
究
者
は
此
地
域
の
急
激
な
る
崩
壊
と
p
之
に
件
ふ
大
和
川
開
窓
は
よ

る
交
通
及
び
治
水
の
危
快
と
吏
荷
稲
し
､
常
却
著
作
に
闘
係
住
民
の
間
に
非
常
在
る
恐
怖
心
を
起
ru
L
め
た
｡
従
衆

の
地
､に
現
象
及
此
地
域
の
状
態
を
研
究
す
れ
ば
此
の
説
の
混
勅
な
る
事
は
明
瞭
で
あ
-
､
叉
地
震
の
外
は
始
に
突
然

速
力
極
大
の
婁
化
を
井
じ
爾
後
減
小
す
る
如

き
捉
化
は
甚
だ
少
な
く
､
州叫
に
加
速
の
急
激
な
る
を
見
て
匿
に
崩
壊
と

購
押
し
72
の
は
過
失
で
あ
る
｡
常
初
よ
-｡
同
僚
中
村
p
横
山
術
数
接
収
私
は
此
地
,u
も
必
ず
安
定
は
向
ふ

叩
き
事
を

説

い
た
け
れ
ど
も

一
般
に
容
易
に
耳
を
辞

さ
な
か
っ
た
が
'
韓
は
し
て
速
さ
は
二
月
十
八
日
頃
よ
-
其
増
加
を
停
止

し
､
二
十

一
日
よ
-
は
明
瞭
注
油
小
に
向
つ
た
｡
常
時
速
ru
の
最
大
在
る
御
茶
屋
に
於
で
は

-i
目
四
十
糎
に
達
す
る

速

さ
を
有
し
､
其
他
の
地
鮎
も
多
-
は
亦

一
日
三
十
糎
以
上
の
速
さ
を
有
し
た
か
ら
､
減
速
期
に
入
っ
て
も
荷
数
日

間
は
表
面
放
周
遊
現
象
は
盛
に
行
は
れ
た
が
､
之
旦

二
月
に
入
っ
て
漸
次
共
成
を
収
め
､
四
月
始
め
に
於

では
御
茶

屋
の
速
さ
も

-I
.;
六
糎
に
減
じ
た
｡
第
三
岡
は
種
々
の
資
料
に
よ
っ

て作
製
し
た
夫
婦
塚
附
虻
の
速
度
の
盛
衰
を
ホ

す
曲
線
で
あ
る
｡

此
地
.i.)
運
動
の
紬
基
は
地
域
の
周
遊
皮
内
珊
表
面
は
種
々
の
相
異
な
る
現
象
を
聴
燕
し
た
｡
即
ち
周
遊
の
北
部
及



四
朝
に
は
大
亀
裂
及
び
地
溝
状
沈
下
を
隼
じ
た
が

其
初
期
に
於
て
は
ブ
シ
ヨ
堂
下
及
び
長
尾
の
北
西

部
等
に
は
脈
行
細
裂
の
次
第
に
磯
連
す
る
の
む
観

察
す
る
事
を
符
'
又
井
戸
の
本
及
長
尾
の
北
部
等

ほ
は
明
瞭
在
る
棺
甫
む
見
る
蔀
を
視
た
｡
南
部
及

東
部
の
低
地
に
於
で
は
著
し
い
隆
起
を
生
じ
､
殊

は
商
卒
封
岸
ほ
て
懸
道
改
修
の
馬
に
操
船
を
切
取

-
た
る
部
分
は
政
も
著
し
-
､
又
オ
ワ
ン
カ
ケ
附

淀
の
.河
底
も
著
し
-
隆
起
し
て
大
和
川
の
水
流
を

湛
え
た
｡
地
域
の
内
部
に
於
で
は
北
西
部
に
は
伸

張
に
ょ
る
開
亀
裂
を
壁
じ
､
南
楽
部
に
は
原
綿
及

封
断
は
よ
る
隆
起
及
び
衝
下
現
象
計
量
し
た
.
叉

墜
道
の
上
の
地
表
の
低

さ
部
分
に
は
所
々
に
隅
波

乱
を
珪
じ
､
基
数
八
個
に
及
ん

だ｡

四
p
地
と
運
動
親
測
の
方
法

地
,u
運
動
は

一
口
数
十
糎
の
速
さ
を
有
す
る
事

河
内
兜
上
地
､u
迎
湖
楓
洲
の
約
兆
に
放
て

組曲況概化頻度遠近附塚掃天 図 三 第
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地

球

第
十
七
懲

節

五
紙

蓋

〇

八

も
あ
る
か
ら
､
其
測
定
方
法
は
之
に
適
腰
す
る
卯
を
必
要
と
す
る
.
始
め
大
阪
府
よ
-
意
見
を
求
め
ら
れ
し
時
に
私

は
地
域
内
各
部
の
運
動
h
l測
定
す
る
必
姿
を
訟

き
､
大
阪
府
は
於
て
は
之
を
賓
行
す
る
為
に
乱
造
法
に
よ
-
水
軍
移

動
を
測
定
し
'
後
奈
良
嘱
79
亦
之
に
従
っ
て
測
定
を
進
め
た
｡
私
は
別
は
三
角
法
を
月
払
ね
｡
之
は
既
は
照
雄
の
地

､u
ほ
於
で
賓
行
し
た
所
で
あ
っ
て
p
兄
透
故
に
此
放
し
人
数
を
要
す
る
却
少
を
-
､
両
方
向
よ
み
同
時
観
測
な
行
ふ

輩
を
柑
て
､
水
平
及
垂
寓
移
動
を
同
時
は
測
定
し
和
べ
-
､
測
鮎
の
位
置
を
任
意
に
定
め
程
べ
-
､
精
密
度
に
放
て

勝
れ
て
居
る
｡
測
畳
者
は
三
角
法
の
計
算
の
困
難
を
塵

へ
る
け
れ
ど
も
､
測
瓢
の
位
置
は
精
確
を
要
せ
ず
､
只
其
移

動
に
よ
る
混
方
向
の
微
塵
角
を
用
ひ

て移
動
む
精
確
は
算
出
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
'
私
は
十
四
個
の
測
鮎
の
移

動
を
約
六
時
間
以
内
ほ
て
観
測
し
.
其
結
基
計
二
二
時
間
に
て
算
揖
し
終
る
を
常
と
し
た
｡

堅
上
地
と
は
於
tJ
は
其
地
域
外
の
ブ
シ
ヨ
堂
夫
婦
塚
瑠
新
山
の
三
地
鮎
に
牒
準
鮎
を
設
け
之
を
A
Fq
C
と
名
づ
け

た
｡
之
等
の
地
鮎
相
互
の
方
位
及
距
離
は
汲
め
充
分
性
悪
し

て測
定
し
､
荷
測
定
を
行
ふ
日
毎
は
其
相
互
の
方
位
を

検
潮
し
た
が
､
其
移
動
を
確
寵
す
る
事
賓
は
諌
め
ら
れ
伯
｡
此
事
は
相
磯
に
述
べ
る
｡

次
は
測
鮎
を
撰
定
す
る
は
潜

っ
て
党
づ
亀
裂
の
分
布
は
注
意
し
た
結
果
､
此
地
域
を
地
形
に
よ
っ
て
数
個
の
小
地

塊
に
琶
介
し
､
其
各
を
代
表
す
る
如
-
七
個
の
測
鮎
を
設
け
ね
が
､
後
史
に
各
部
は
放
け
る
伸
縮
の
鏑
係
を
明
け
す

る
目
的
で
測
鮎
を
樹
設
し
.
組
計
十
四
佃
と
し
た
｡
其
位
置
は
節
二
間
は
示
し
で
あ
る
｡

観
測
に
用
S
ね
機
械
は
ク
イ
ル
ド
製
欝
能
経
緯
儀
で
あ
っ
て
､
垂
直
及
水
平
環
は
共
に
角
度

1
秒
ま
で
目
盛
が
施

し
で
あ
る
｡
同

-1
湖
を
繰
-
過
し
観
測
し
て
見
る
と
二
三
秒
の
差
は
起
る
｡
凪

｡
日
射
等
の
影
響
は
注
意
す
れ
ば
避

け
る
邦
が
出
来
る
｡
高
ru
の
測
定
に
於
で
は
統
方
向
が
地
物
に
接
す
る
時
は
件
に
屈
折
の
影
饗
が
著
し
い
｡
聖
上
の



場
合

に
放
て
藤
準
鮎
よ
-
政
も
速

い
測
鮎
ま
で
の
距
離
は
六
百
米
で
あ
っ
て
､
上
記
の
如
P
J原
因
に
よ
る
敢
大
視
差

は
水
平
距
離
は
放
て
数
粘
､
高
n
ほ
於
三

､
二
糎
は
遵
す
る
事
を
漁
期
せ
れ
ば
琴
b
ぬ
｡
距
離
の
小
な
る
鮎
に
於

て
は
誤
差
は
之
よ
り
遇
に
小
rb
S,筈
で
あ
る
｡

観
測
に
潜
っ
て
は
測
鮎
の
位
置
に
感
じ
て
理
準
瓢
の
内
通
重

森

む
撰
び
'
之
よ
ら
同
時
に
測
鮎
を
観
て
方
仰
角

を
測
定
す
る
｡
測
鮎
は
利
常
は
大
在
る
速
度
ほ
て
移
動
す
る
罫
.も
あ
る
か
ら
'
二
樺
準
鮎
よ
-
同
時
は
観
測
す
る
都

が
必
要
で
あ
る
｡
而
し

て後
日
乾
は
同

1
測
定
を
行
以
､
前
回
に
比
瞭
し
て
方
位
の
鼻
化
を
算
出
す
る
｡
此
方
位
の

鼻
化
は

1
椴
に
数
分
以
内
の
微
小
角
で
あ
る
か
ら
､
藤
準
鮎
と
測
鮎
と
の
距
離
を
用
以
て
容
易
に
硯
方
向
は
直
角
を

る
分
移
動
を
算
出
し
得
る
｡
之
よ
-
合
成
移
動
を
計
算
し
或
は
同
法
で
決
定
す
る
事
も
容
易
で
あ
る
〇

五
､
観

測

の

結

果

私
の
観
測
は
二
月
八
日
に
始
ま
っ
た
｡
其
頃
は
毎
H
で
は
夜
か
つ
72
が
､
十
七
口
移
動
速
度
最
大
に
吐
づ
い
ね
頃

よ
旦
二
月
二
日
は
到
る
ま
で
は
毎
日
測
定
を
行
以
､
其
後
は

l
過
二
回
乃
至

1
回
と
漸
減
し
た
｡
鑑
に
注
意
を
婁
す

る
は
標
準
鮎
の
動
否
で
あ
る
｡
牒
準
鮎
相
互
の
方
位
は
法
隆
寺
塔
の
脱
方
位
よ
-
決
定
し
'
其
三
角
形
の
角
は
観
測

毎
に
槍
測
を
行
っ
た
.
其
結
基
は
多
少
の
婁
化
を
不
す
が
'
漸
進
的
鍵
化
は
現
は
れ
で
居
を
い
か
ら
､
標
準
鮎
の
鼻

化
h
t確
誰
す
る
新
は
出
水
ぬ
o
大
阪
府
測
畳
班
は
上
部
周
遊
外
の
三
瓢
が
二
月
四
日
よ
-
九
日
ま
で
の
間
は
酉
北
は

約
十
糎
前
後
移
動
し
た
結
果
を
碍
た
が
､
次
回
の
観
測
に
於
て
は
殆
ル
ビ
嘗
位
に
捜
し
其
筏
大
な
る
鼻
化
を
兄
覆
い

か
ら
､
佃
充
分
の
吟
味
を
婁
す
る
｡
但
し
前
述
の
照
雄
地
,lL
の
観
測
に
於
で
も
之
に
頻
し
た
結
果
が
示
さ
れ
て
居
る

河
内
殿
上
地
､.TJ
巡
御
概
州
の
締
炎
に
就

て

三

二

九
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節
十
七
懲
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純

書
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JO

か
ら
'
或
は
地
､1rj地
域
の
上

部
周
遊
外
に
於
て
は
弾
性
反

動
に
ょ
っ
て
地
,lL
運
動
と
反

対

の
方
向
の
倣
運
動
が
行
は

れ
る
か
も
知
れ
な

い
｡

測
鮎
は
初
め
七
個
を
設
け

漸
次
噂
設
し
て
十
四
佃
と
し

た
が
､
其
後
の
速
度
礎
化
の

状
況
は
常
は
各
鮎
鼎
立
は
比

例
し
て
居
る
か
ら
､
後
設
謝

鮎
の
速
度
計
外
延
法
に
よ
っ

て遡
-
推
定
し

て79
概
況
を

知
る
革
は
出
凍
る
｡
但
し
移

動
方
向
は
相
皆
の
期
間
の
平

均
を
取
れ
ば

〓

T
の
場
合
の

外
は
各
瓢
と
も
始
終
著
し

い

塵
化
を
示
ru粕
｡
而
し

て十



糊
佃
の
測
鮎
の
内
下
郷
周
遊
に
近

さ
華

北
㈱
及
び
長
尾
桝
の
測
鮎
を
除

き
､
其
他
の
部
分
は
滴
五
十

度

前
後
の
方
向

に

移
動
し

た

｡

各
部
の
邪
悪

動
む
知
る
馬
は
速
度
最
大
で
あ
っ
望

月
十
七
=
よ
-
二
十

五

に
至
る
五
竹
岡
の
平
均
水
中
速

度
を
求
め
去

る
と
第
四
間
に
示
す
如
-
で
あ
る
0
即
ち
地
域
の
四
部
南
方
の
御
茶
屋
閏
は
速
度
票

で
､
平
竺

豊

八
∴
ニ
糎
で
あ
る
が
､
極
大
値
は
四

｡
･三
糎
に
達
し
ね
じ

其
北
方
言

ン
段

国政
12
非
岩

本
㈲
蚤

の
本
-

之
に
次
ぎ
二

=
三
三
｡0
乃
至

南

｡七
粕
の
速
度
票

し
て
居
る
｡
御
茶
屋
の
東
方
南
平
㈱
及
び
南
方
姥
ケ
崖
潮

は
何
れ
旦

H
三

二

三
糎
の
速
度
で
あ
る
か
ら
､
之
よ
-
連
投
大
な
る
榊
茶
屋
は
両
側
に
比
し
次
第
は
進
出
す
る
傾

向
を

ホ
し
た
○
此
の
如
-
西
部
藩
邸
は
倍
大
な
る
速
度
を
有
し
た
に
対
し
､
東
方
の
譜
鮎
は

表

に
著
し
-
速
度
小

く
､
且
っ
聖

′る
ほ
讐

漸
減
の
傾
向
が
あ
る
○
即
ち
小
浜
を
隔
-

井
戸
の
本
に
東
隣
す
る
市
ケ
卒
聞
及
10
の
速

度
は
前
者
よ
-
泡
に
小

ru-
p
其
束
の
長
尾
潮
は
速
度
が

霜

小
で
あ
る
0
又
之
等
の
小
地
塊
の
南
方
に
在
る
澗
莱

に
於
言

測
鮎
13
は
三

三

糎
の
速
度
を
有
す
る
も
p
其
東
方
の
測
鮎
刷
の
蓮
庇
は

li
六
孟

糎
に
過
ぎ
ず
'
且
つ

其
方
位
は
著
し
-
東
方
に
帰
し
て
屠
る
｡

聖

は
膜
通
硯
五
=
間
の
平
均
水
平
速
度
に
就
享

あ
る
が
,
各
部
分
の
速
度
は
時
=
の
経
過
は
仲
以
著
し

い
婁

化
d

L

耶
し
た
串
は
其

読

む
讐

商

に
示
し
た
如
-
で
あ
る
0
私
の
観
測
の
砧
基
は
第
五
閲
は
示
し
て
あ
る
が
､
各

測
鮎
と
も
､
初
め
は
速
度
が
急
激
は
櫓
卸
し
た
け
れ
ど
も
'
二
月
十
六
日
乃
至
十
八
日
以
後
は

表

に
増
加
が
止
み

績

三
十
二
=
に
は
組
で
あ

測
鮎
が
減
速
堅

ホ
L
p
爾
後
幾
分
の
塵
化
は
あ
つ
ね
が
敢
早
此
傾
向
は
疑

恕
挿
ひ飴
地

な

き
ーこ
到
り
､
殊
に
二
十
七
日
以
後
は
急
激
な
る
減
速
堅

ホ
L
i･<
O
此
の
如
き
婁
化
は
各
測
鮎
相
互
に
此
倒
し
て
居

河
内
雄

上
地
,壷

訓
槻
洲
の
朴

兆

に

北

て

7

･..
T

ll!!1

一
山



地

球

る
79
の
で
あ
る
O
減
速
期
に
入
っ
て

地
域
の
下
郷
稲
葉
刷
の
速
度
減
小
の

少

き
h
t憂

い
ね
人
も
あ
つ
ね
が
'
之

も
他
と
同
じ
割
合
に
減
小
し
て
居
た

の
で
あ
る
○

移
動
方
向
は
同

一
測
鮎
に
於
て
は

〓

7
の
場
各
の
外
は
時
日
の
経
過
に

揮
ふ
著
し
い
挺
化
は
秘
め
ら
れ
ぬ
｡

併
し
な
が
ら
所
に
よ
る
差
違
は
寵
め

ら
れ
る
｡
速
度
最
大
な
る
御
茶
屋
冊

は
南
四
六
度
兼
の
方
向
に
動

い
た
が

柑‖"r■れH一

其
北
方
ゴ
カ
ン
段
問
及
12

は

之
よ
-

梢
や
南
に
偏
し
て
南
E
IT二
度
東
の
方

向
を
有
し
た
｡
御
茶
屋
の
南
の
亜
ケ

毘
潮
は
商
五
五
度
東
に
動

5,
で
､
貧

窮
は
前
者
に
接
近
す
る
形
勢
堅
不
し

た
が
､
東
方
南
平
制
は
二
月
十
七
日

組 曲 化 鼻 腔 連 聞 五 節

fu F ≦
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組曲化婁 向方動移 図 六 第

AZhuth吋DLspL- れ帆 も
河
内
難
土
地
,江
迎
珊
槻
洲

の
抑
邦
に
裁
て

ま
で
は
南
三
七
度
東
に
動
い
た
が
俄
に
方
棟
を

礎
じ
て
約
五
〇
度
と
な
っ
た
O
之
は
常
数
遅
日

よ
-
束
の
低
地
に
隆
起
現
象
が
静
め
ら
れ
始
め

た
頃
に
朝
督
す
る
｡
川
の
上
の
嘗
墜
遣
口
の
上

は
初
め
よ
ら
危
険
状
態
は
在
つ
ね
か
ら
特
は
測

鮎
糊
を
設
け
た
が
､
其
移
動
方
位
は
甫
五
九
度

粟
で
他
の
譜
瓢
は
此
し
特
に
興
る
所
在
-
､
其

移
動
塵
も
亦
異
常
を
認
め
ぬ
｡
此
瓢
を
挿
ん
で

南
北
両
側
は
著
し
い
二
櫨
の
何
れ
も
甫
蕗
の
大

境
逃
散
任
じ
ね
が
'
上
記
の
革
質
よ
-
見
て
南

部
は
階
落
し
'
北
部
は
陵
起
し
た
事
が
明
は
在

っ
た
｡
基
礎
測
鮎
朝
の
東
方
に
証
にこ
軸
を
設
け

LJが
､
其
移
動
方
向
は
前
者
よ
-
五
度
朱
に
偏

し
て
居
て
'
其
結
果
雨
着
間
に
開
亀
裂
を
蕉
じ

次
姉
に
其
幅
･,ij塘
し
た
｡

私
の
観
測
に
於
で
は
同
時
に
垂
両
移
動
,<1379

測
定
し
得
る
串
は
前
に
述
べ
た
｡
此
測
定
は

fL

三瓶

一三



地

淡

終
十
七
怨

鱒
fLq
雛

芸

Tt

l
四

標
準
鮎
よ
且
叫
掬
に
行
以
得
る
か
ら
､

.1
測
動
は
封
し
二
標
準
鮎
よ
-
同
時
に
二
相
の
測
定
の
結
果
を
縛
ら
れ
る
｡

多
-
の
測
鮎
は

7
日
四
糎
前
彼
の
低
下
堅

印
す
姉
が
多
か
つ
･花
が
､
二
期
よ
-

の
測
定
は

一
､
二
糎
以
内
ま
で

一
致

す
る
場
令
が
相
済
は
多
か
っ
た
｡
然
る
に
特
殊
の
測
鮎
に
於
で
は
常
に

l
藤
準
鮎
よ
-
の
測
定
が
他
よ
カ
の
結
果
よ

～Th
大
で
あ
っ
た
｡
例

へ
ぼ
井
月
の
本
の
測
瓢
2
ほ
於
で
は
慮
準
鮎
Fq
よ
-
の
測
定
は
此
L
c
よ
り
の
測
定
は
常
は
約

十
粗
大
で
あ
っ
た
｡
之
等
は
大
抵
親
方
向
が
中
間
の
地
物
に
按
す
る
如

き
場
令

は
起
る
か
ら
､
光
線
の
異
常
屈
折
に

よ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
之
等
の
測
鮎

に
就
て
は
明
に
其
影
響
と
認
め
ら
れ
る
測

定
を
除
外
し
､
其
他
の
測
鮎
は
就
で
は
二

測
定
の
平
均
を
用
以
る
事
に
し
た
｡
斯
-

し
て
も
相
垂
直
移
動
の
測
定
に
は
光
線
屈

折
の
影
響
が
祁
常
は
克
在
る
如
-
､
又
其

一
日
塵
化
畳
も
此
蛭
的
小
で
あ
る
馬
に
'

水
平
移
動
の
如
-
速
度
を
精
確
は
決
定
す

る
邦
が
困
難
で
あ
る
｡
依
て
私
は
垂
直
移

動
は
測
定
を
始
め
た
時
よ
･1
の
基
帯
紙
畳

に
し
て
計
算
し
た
｡
此
結
基
は
第
七
間
に

示
し
で
あ
る
通
力
で
あ
る
｡
測
鮎
7
以

下

組曲動移直垂 間 七 第
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は
後
れ
て
観
測
を
始
め
た
か
ら
此
間
に
加

へ
ぬ
｡

此
間
に
於
克

る
如
-
地
域
の
下
部
澗
某
国
は
始
よ
-
隆
起
h
t焼
け
た
が
三
月
初
旬
よ
ら
正

停
止
し
て
屠
る
｡
叉

川
の
上
の
測
鮎
5
は
始
め
は
隆
起
の
形
勢
芸

し
た
が
､
二
月
十
八
頃
以
後
は
低
言

放
け
ね
｡
其
他
の
各
部
は
何

れ
も
常
に
低
下
を
頂
け
た
｡

第二表 移動の僻 角

測
鮎
の
水
平
及
垂
直
移
動
よ
少
計
算
す
る
移
動
方
向
の
傭
角
は
地
域
の
下
部

に
於
で
は
域
外
の
抵
抗
に
よ
る
隆
起
等
の
影
響
を
受
け
て
居
る
が
.
中
央
及
上

部
に
於

では
地
下
紳
動
暦
の
形
状
は
従
ふ
も
の
と
考

へ
得
る
｡
今

二
三
測
瓢
に

就

FJ最
速
期
五
日
間
の
平
均
値
よ
り
血

傭
角
を
算
出
す
れ
ば
第
二
未
に
示
す
如

F
J結
果
と
在
る
0

而
し
て
地
形
固
lこ
よ
か
地
表
の
傾
斜
を
概
算
す
れ
ば
'
西
部
の
ゴ
カ
ン
段
は

九
｡四
度
,
東
部
市
ケ
平
は

.i
?
五
度
'
長
尾
は
八
二

度
で
あ
る
｡
測
鮎
1
及

7
の
移
動
傭
角
は
iE
に
之
に
近
さ
も
の
で
あ
る
｡
苗
ケ
卒
の
測
鮎
3
は
地
域
の

北
境
よ
り
約
五
米
の
距
離
に
過
ぎ
覆
い
が
､
其
傭
角
が
地
表
の
傾
斜
よ
み
著
し

く
大
で
あ
る
の
は
'
上
部
周
遊
附
近
で
は
拍
動
暦
が
急
傾
斜
を
な
す
事
堅
不
す
も
の
で
'
此
罫
は
亀
裂
の
所
々
に
見

え
る
滑
両
の
傾
斜
の
伏
角
四
十
五
度
に
近
5,も
の
の
存
在
す
る
を
見
て
も
了
解
出
凍
る
〇

六
､

速
度
と
地
表
現
象

河
内
艶
上
地
,lJ

退
潮
他
州
の
給
水
に
放

て



第

十

七

偉

節

洗

脱

三
芳

〓
ハ

堅
上
地
､に
に
適
っ
た
地
表
現
象
は
多
-
は
速
度
の
分
布
に
閥
係
し
て
解
揮
し
得
る
O
今
地
表
現
象
を
悶
蓮
と
内
部

と
に
分
っ
て
考

へ
る
｡

周遊
現
象
の
内
地
城
の
関
北
蛍
に
は
著
し
い
亀
裂
h
t任
じ
､
東
南
蓮
に
は
隆
起
を
珪
じ
た
｡

之
は
地
域
の
移
動
方
向
の
上
棟
及
下
位
に
於
で
潜
熱
像
期
さ
る
べ

き
現
象
で
あ
る
｡
此
地
域
の
移
動
線
量
は
第
三
衷

ほ
示
す
通
わ
で
あ
る
が
､
-之
は
二

月
経

月
十
日
よ
皇

亘

二
十
日
ま

で
の

衷

霊

値
で
あ
っ
て
'
最
大
量
は

一
二

三

m
的

l

側部移動

1

4

4

CD
3

4

2

2

2

史U
6

9

6

7

2

8

2

7

4

7

2

2

8

5

6

2

5

6

2

1

りん
9

9

7

7

4

0

9

4

8

2

6

0

nU
4

4

8

8

8

1

9

2

5

8

0

6

1

1

1

1

で
は
夫
婦
塚
附
近
は

二
･五
正
米

二

刺恕∴.:l;二

1

2

3

4

5

b

6

7

8

9

0

1

2

3

5

1

1

1

1

の
移
動
を
行
つ
ね
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
､
三
月
三
十
日
ま
で
の
移
動
量
犬
養
は
十
四
米
に
蓮
す
る
.
従
っ
て
周
遊
上

部
に
は
之
に
近

さ
開
亀
裂
お
堂
じ
､
下
部
に
之
は
鷹
ず
る
隆
起
を
珪
ず
べ
き
で
あ
る
｡
上
部
亀
裂
の
幅
員
は
之
に
此

し

一
見
湛
大
在
る
如

き
も
､
之
は
滑
動
静
が
周
遊
ほ
て
急
儀
斜
を
な
し
内
部
に
於
て
綬
傾
斜
h
t覆
す
馬
に
､
移
動
の

進
む
ほ
件
以
周
遊
に
近

さ
部
分
は
基
底
の
支
持
を
失
以
漸
次
沈
下
し
て
階
段
現
象
を
鍾
じ
.
落
下
部
を
碗
置
し
っ
ゝ

移
動
を
頂
け
る
免
は
､
亀
裂
の
幅
員
が
薯
際
よ
～,L
も
過
大
潤
せ
ら
る
J
も
の
で
あ
る
.
両
部
ブ
シ
ヨ
堂
高
地
の
下
ほ

は
大
地
溝
状
沈
下
を
件
じ
た
が
之
も
滑
動
圏
の
形
状
に
よ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

忠
傾
斜
の
毘
の
所
々
に
は
崩
壊
を
任
じ
､
大
和
川
治
水
問
題
に
大
恐
怖
を
起
ruし
め
た
｡
此
恐
怖
は
新
聞
紙
は
塊

は
れ
た
る
地
域
の
急
激
な
る
崩
壊
説
､
徐
々
在
る
押
出
ほ
て
の
堰
北
龍
､
及
び
目
前
は
見
る
蔑
鼎
の
崩
壊
､
河
床
の

隆
遇
等
け
因
て
起
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
私
は
常
時
よ
-
節

.L
及
第
二
の
詮
の
不
欝
h
l説
ね
｡
虹
に
毘
鼎
の
崩
壊
は
事



耳
で
あ
る
け
れ
ど
も
､
共
著
し
き
は
何
れ
も
周
遊
が
蔑
端
と
交
る
朗
､
即
ち
酉
よ
み
轟
ぐ
れ
ば
オ
ワ
ン
カ
ケ
ー
薗
贋

造
入
口
附
近
､
稲
葉
甫
崖
､
東
口
騨
北
方
の
四
ヶ
所
に
於
で
ヾ
あ
る
が
'
其
規
模
は
決
し
て
河
水
を
堰
き
止
め
る
如

き
裾
皮
で
は
な
か
っ
た
｡
燭
-
河
床
の
隆
起
は
其
高

ruだけ
河
水
面
生
歯
め
る
か
ら
降
雨
時
に
は
洪
水
の
菱
は
直
接

踊
係
し
､
叉
此
隆
起
を
除
去
す
る
事
は

一
般
常
事
者
の
考

へ
ね
よ
わ
79
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

次
に
内
部
現
象
を
見
る
ほ
北
部
及
西
部
に
は
開
亀
裂
が
多
-
､
東
南
部
に
は
局
部
的
隆
起
及
之
に
件
ふ
開
亀
裂
が

所
々
に
静
め
ら
れ
た
｡
北
酉
部
の
ゴ
カ
ン
段
と
井
月
の
本
と
ほ
は
北
六
十
度
酉
位
の
方
向
の
開
亀
裂
が
磯
達
し
ね
が

之
は
両
部
の
測
鮎
田
に
封
し
潮
の
移
動
が
約
十
度
未
に
偏
j
て
屠
る
為
で
あ
る
｡
又
四
部
及
び
測
鮎
12
と
閏
と
の
間

等
ほ
は
北
三
五
度
束
の
間
鵡
裂
を
蕉
じ
た
が
'
之
は
某
等
の
部
分
の
移
動
方
向
は
直
角
で
あ
っ
て

下
位
に
在
る
葦

速
度
大
在
る
馬
で
あ
る
O
叉
局
部
的
隆
起
は
背
教
を
L
V
.
測
鮎
閏
の
甫
よ
カ
東
北
は
進
み
制
と
の
間
を
北
方
は
通

過
し
.
宮
の
本
h
t東
北
に
進
ん
で
市
ケ
卒
南
部
は
連
-
､
宮
の
本
市
ケ
平
間
の
小
演
で
は
嘗
摺
曲
の
見
ら
れ
る
部
分

に
租
昏
し
て
屠
る
｡
又
川
の
上
の
凹
地
よ
d
稲
葉
の
西
部
に
連
る
も
の
も
著
し

い
が
､
之
は
駄
道
は
滑
ふ
て
起
っ
て

屠
る
.
之
等
の
隆
起
は
何
れ
も
其
下
位
の
速
度
に
比
較
し
て
上
位
の
速
度
が
著
し
-
大
在
る
場
合
に
起
っ
て
居
る
Q

苗
に
注
意
す
べ
d.Jは
速
度
の
闘
係
で
魔
縮
む
生
ず
る
部
分
で
79
㌧
曝
蹄
が
普
遍
的
に
行
は
れ
ず
し
て
或
特
種
の
部
分

に
の
み
帯
状
を
な
し
て
現
は
れ
る
事
と
､
又
此
の
如

き
場
合
に
殆
ん
ど
絶
て
隆
起
昔
の
上
蓮
tこ
衝
下
状
態
･<LJ便
じ
て

居
る
事
と
で
あ
る
｡▲り

七
､
原

因

の

考

察

河
内
蟻
上
地
LL鎚
御
槻
洲
の
約
兆
に
就
て

至

九

一
七



地

珪

肺
十
七
各

節
五
統

語
0

-
A

地
.u
の
原
因
は
之
を
地
政
の
内
部
は
蹄
す
る
事
も
可
能
で
あ
ら
う
が
､
之
散
骨
定
す
る
に
は
充
分
の
研
究
を
婁
す

る
罫
は
前
に
79
現
べ
た
所
で
あ
る
.
若
し
地
殻
運
動
が
確
認
n
机
､
且
つ
基
地
,u
と
の
的
係
7P
明
瞭
は
さ
れ
た
怒
ら

ば
苗
は
始
め

て地
殻
内
部
は
基
因
す
る
事
を
肯
定
す
可
さ
で
あ
る
.
多
-
の
地
LL
運
動
は
於
て
は
地
殻
の
外
部
に
原

因
社
有
す
る
事
が
明
瞭
な
る
場
合
が
多

い
｡
其
人
為
的
な
る
も
の
は
土
木
工
事
に
随
伴
し
て
起
る
79
の
で
､
越
後
大

河
津
や
近
江
雄
琴
の
地
､u
等
が
其
例
で
あ
る
.
ヌ
外
部
に
起
る
自
然
的
原
因
の
馬
に
起
っ
た
例
は
前
は
述
べ
た
る
但

馬
照
魂
の
場
食
の
加
-
河
流
の
接
触
に
因
る
も
の
と
考

へ
得
る
の
で
あ
る
｡

整
上
地
LL
は
於
て
碓
々
の
現
象
を
観
察
し
移
動
を
測
定
す
る
間
は
私
は
常
に
原
因
の
考
察
に
注
意
を
排
っ
た
が
､

其
内
特
に
留
意
し
た
の
は
大
和
川
対
岸
の
隆
起
と
之
は
臨
む
御
茶
屋
商
卒
の
高
地
と
の
鮒
係
で
あ
る
0
此
隆
起
部
は

懸
遭
改
修
工
事
の
為
に
明
細
山
鹿
の
崖
端
整
風
呂
約
二
十
米
長
n
約
八
米
長
ru約
官
五
十
米
に
宜
-
切
取
つ
ね
部
分

で
あ
る
O
此
改
修
工
事
は
昨
昭
和
六
年
九
月
着
手
し
本
年
三
月
竣
工
の
線
定
で
あ
っ
た
の
で
､
崖

箱
切
取
は
昨
年
十

一
月
に
大
部
分
終
了
し
た
の
で
あ
る
.
然
る
に
地
と
は
恰
も
十

一
月
下
旬
よ
ら
進
み
'
又
封
岸
の
隆
起
部
は
此
切
取

部
分
附
社
に
限
ら
れ
'
其
隆
起
最
大
畳
約
十
米
も
此
部
分
に
題
つ
ね
｡
此
の
如

き
闘
係
は
偶
然
と
し
て
は
飲
み
は
適

合
し
過
ぎ
る
｡
而
し
て
私
の
観
測
の
結
果
を
見
る
ほ
､
御
茶
屋
閏
は
第

一
其
移
動
方
向
が
恰
も
此
切
取
部
分
に
向
ふ

瓢
で
あ
る
が
'
第
二
其
速
度
は
常
は
他
の
何
れ
の
部
分
よ
-
も
大
で
あ
る
O
第
三
は
其
速
度
の
塵
化
を
見
る
ほ
､
其

加
速
期
よ
-
最
速
期
に
達
し
た
の
は
二
月
十
五
日
で
あ
る
が
､
測
鮎
閃
及
榊
は
之
よ
-
一
日
後
れ
ー
測
鮎
潮
及
刷
は

二
日
､
測
鮎
㈲
及
榊
は
三
日
乃
至
四
日
後
れ
て
屠
る
｡
又
減
速
期
も
多
-
の
測
鮎
は
二
月
二
十
二
日
若
-
は
二
十
三

日
よ
-
之
に
入
っ
た
が
､
測
鮒
閏
の
み
は
二
十

一
日
は
既
に
其
傾
向
を
明
示
し
て
居
る
O
即
ち
御
茶
屋
は
常
は
他
の



部
分
は
先
ん
じ
て
動
-
傾
向
を

印
し
て
居
る
｡

第
四
に
榊
茶
屋
は
東
隣
す
る
商
卒
の
測
瓢
牌
は
敢
連
邦
に
入
っ
て
俄

に
移
動
方
向
散
超
じ
ね
事
は
前
に
も
狂
恋
し
た
が
､
今

其
前
後
竺

週
間
の
平
均
を
作
る
と
､
二
月
十
日
よ
ゎ
十
七

日
ま
で
は
禍
三
幸

七
度
束
と
な
る
が
､
十
七
日
よ
土

手

四
=
ま
で
は
南
五
〇
･
凹
度
束
と
な
つ
で
十
三
度
も
兼
備

し
た
｡
此
塵
化
の
起
っ
た
頃
は
恰
79
奮
贋
造
口
よ
-
束
の
低
地
に
隆
起
が
認
め
ら
れ
始
め
た
時
で
あ
る
か
ら
､
始
め

封
撞
切
取
部
に
向
っ
た
運
動
が
東
部
の
屈
服
に
よ
っ
て
兜
に
著
し
-
兼
備
し
た
と
考

へ
ら
れ
る
.

以
上
の
串
寛
に
ょ
-
堅
上
地
,こ
の
原
因
と
し
て
対
岸
の
崖
拙
切
取
が
最
7品

大
な
る
輔
係
を
有
す
る
も
の
と
考

へ

ら
れ
る
｡
該
切
取
部
の
岩
石
は
其
附
近
の
道
路
築
造
に
使
用
し
た
か
ら
大
な
る
影
響
は
な

い
と
研
ふ
る
も
の
も
あ
る

が
p
凡
そ
魔
力
は
胆
位
而
精
に
加
は
る
力
で
あ
る
か
ら
､
旧
二

畳
の
岩
石
も
之
を
狭

U.
面
積
に
堆
積
し
た
場
合
と
焼

い
面
積
に
横
撒
し
た
場
合
と
で
は
著
し
い
差
を
蕉
ず
る
事
を
知
ら
ぬ
ば
な
ら
犯
｡
毘
紬
切
取
の
影
響
と
云
ふ
は
勿
論

地
,u
地
域
h
l構
成
す
る
岩
石
が
脆
弱
で
あ
る
事
を
含
ん
で
屠
る
｡
横
山
博
士
は
従

へ
ば
新
菌
安
盟

石
の
間
に
在
る
と

考

へ
ら
る
ゝ
基
塊
岩
層
が
著
し
-
風
化
し
易

さ
性
質
で
あ
る
も
の
の
如
-
で
あ
る
｡
而
し
て
此
地
方
は
約
三
十
年
前

に
開
墾
し
て
多
数
の
貯
水
池
h
t作
っ
た
か
ら
､
其
水
の
惨
透
に
ょ
-
風
化
が
進
行
し
て
脆
射
在
る
状
態
と
な
っ
て
居

た
と

い
ふ
説
は
首
肯
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

本
筒
を
結
ぶ
ほ
皆

-
観
測
を
威

力
せ
ら
れ
た
諮
君
の
革

む

多
と
L
t
大
阪
府
土
木
部
八
尾
出
張
所
よ
-
絶
え
ず
三

名
の
通
路
工
夫
を
提
伏
せ
ら
れ
た
都
を
戚
謝
す
る
｡
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河
内
鮎
上
地
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鮎
湖
勅
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の
抑
巣
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て
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